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論文内容の要旨

〔目的〕

中枢神経内味覚路を実験的に明らかにした研究は非常に少なく，不明確な点が多い。近年，Norgren 

らによって晴乳動物の中枢神経内味覚路が，下等脊椎動物で従来指摘されてきた経路と同様のパター

ンで構成されていることが報告されている。このことは，中枢神経内味覚路の基本的パターンが脊椎

動物の系統発生を通じて維持されていることを示唆している。本研究は，味覚系が顕著に発達したコ

イ科魚類のフナを用いて，味覚情報の中枢神経内上行路を実験的に検索し，他の脊椎動物では十分解

明することができない詳細な部分についての線維連絡を追求し，その機能的意味を考察することを目

的とした。

〔方法わよび成績〕

実験動物には，体長15~20cmのフナ (Cαrassius cαTαssius) 216匹を用いた。まず，動物を Tri­

caine methanesulfonate (MS-222) で麻酔し，魚類用に作製したホルダーに固定したo 手術は水流

ポンプによる人工呼吸下で行ない， 3 種類の外科的処置を顕微鏡下で行なった。即ち， (1) 1 次求心性

線維(顔面神経;舌咽神経;迷走神経)の根切断， (2) 1 次味覚中枢(顔面葉;舌咽葉;迷走葉)の電

気凝固あるいは吸引による破壊， (3) 2 次味覚核の凝固破壊，である。手術後，水温25"Cで 5 ~15日間

生存させた後，再び麻酔 (MS -222) し，心臓から 10%中性ホルマリン液を濯流し脳を固定した。脳

を頭蓋腔から取り出し，後固定を10%中性ホルマリン液 (4 "C)で 2~3 週間行ない，卵黄に包埋し

凍結ミクロトームで40μm の連結切片を作製した。変性線維の染色には， Fink-Heimer 法およびそ

の変法 (Ebbesson ， Method 7) を用いた。 組織学的同定のために， 連続切片 3 枚に 1 枚の割で
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Nissl 染色を行なった。

(1) 1 次求心性線維の投射:顔面神経の求心性線維は知覚根(口腔前部と顔面の神経支配)と反回

根(体表面の神経支配)から成り，それぞれ別々に脳幹に入る。知覚根の大部分の線維は同側半分の

顔面葉に終末する。少数の変性線維は正中線を越えて反対側に僅かに侵入している。反回根の求心性

線維は同側の顔面葉の主として背側部に終末している。舌咽神経の求心性線維は舌咽葉に終末してい

る。迷走神経の大部分の求心性線維は，迷走葉の知覚層内に 3 層を形成して終末する。一部の求心性

線維は Cajal の交連核に両側性に終末し，また，他の一部は三叉神経脊髄路核および、medial funicuｭ

lar nucleus に投射している。

(2) 2 次味覚線維の投射:顔面葉からの上行性 2 次線維は同側性に上行し，峡に位置する 2 次味覚

核に到達し，その核の交連を経て両側性に終末する。下行性 2 次線維は三叉神経脊髄路を下行し，三

叉神経脊髄路核および、medial funicular nucleus に終末する。舌咽・迷走葉の知覚層から出る 2次線

維は，長い経路と短い経路の 2 種類から成っている。長い経路の 2 次線維は同側性に上行し， 2 次味

覚核に同側性に終末する。一方，短い経路の 2 次線維は，迷走葉の運動層および延髄網様体に終末す

る。

(3) 3 次味覚線維の投射: 2 次味覚核の種々の部位を破壊すると，変性線維は同側性に上行し，

nucleus glomerulosus および、 nucleus diffusus lobi inferioris の中心部に終末する。硬骨魚類の

nucleus diffusus lob� inferioris は，他の脊椎動物の視床下部の一部で相同であると考えられてい

る。また， nucleus glomerulosus は視床の一部であることを示唆するデータを得ている。

〔総括〕

1.フナの顔面神経，舌咽神経，および迷走神経の l 次求心性線維の投射と上行性 2 次および 3 次味

覚線維の経路と終末部を変性鍍銀法で検索した。

2. 上行性味覚線維は，延髄ー峡一間脳の順に中継される。この投射経路は 脊椎動物の系統発生を

通じて基本的に同じパターンを示すものと考えられる。

3. 顔面神経の味覚系は峡の 2 次味覚核に両側性に投射するため，この系の味覚情報は間脳ヘ両側性

に伝達される。一方，舌咽-迷走神経の昧覚系は 2 次味覚核に同側性に投射するため，結果として間

脳ヘ同側性に投射する。

論文の審査結果の要旨

本研究は味覚系が顕著に発達したコイ科魚類のフナを用いて，中枢神経内味覚路の間脳までの投射

を実験形態学的に検索している。顔面神経，舌咽神経と迷走神経の 1 次， 2 次および 3 次中枢を明ら

かにし，更に，顔面神経の味覚系と舌咽-迷走神経の味覚系の投射様式が異っていることを明らかに

している。すなわち，顔面神経の味覚系は 2 次および 3 次中枢に両側性に投射するのに対し，舌咽一

迷走神経の味覚系は同側性にのみ投射する。
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以上の結果は，中枢神経内味覚路が系統発生上脊椎動物全般を通じて基本的一般様式を持つことを

示し，さらに味覚路の詳細な解明に寄与している。
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